
 

 

 

 

 

 

令和３年火災・救急・救助概要について 

 

１ 趣旨 

  市内において、火災予防や救急車の適正利用を促すため、令和３年中に発生した火災、

救急、救助に関する概要を広く周知します。 

 

２ 対象期間 

令和３年１月１日（金）～令和３年１２月３１日（金） 

 

３ 各概要における項目 

⑴  火災概要 

火災の発生状況、出火件数、焼損床面積及び損害額、火災件数の推移、出火原因、

住宅火災の出火原因 

 ⑵ 救急概要 

   過去１０年間の救急出動件数の推移、程度別、年齢区分別、事故種別 

 ⑶ 救助概要 

   救助隊配置体制、救助工作車配置体制、出動件数、室内閉じ込め救助件数 

 

４ その他 

令和３年火災・救急・救助概要の詳細については別添のとおり 

 

以 上   

 

令和４年２月３日 

所 属 情報指令課 

所属長 大木 康裕 

電 話 06－6481－3968 



負傷者 ２９名 負傷者 １７名

焼損床面積 ２，１５０㎡ 焼損床面積 １，０１５㎡
損害額 １２８，４７２千円 損害額 ８１，５１７千円

令和３年火災概要

令和３年 令和２年
件数 １１２件 件数 ８２件

死者 ７名 死者 ４名

焼損床面積及び損害額

● 焼損床面積は、前年の１，０１５㎡から１，１３５㎡増加の２，１５０㎡、損害額は前年の

８１，５１７千円から４６，９５５千円増加の１２８，４７２千円となりました。
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焼損床面積

出火件数

● 出火件数は、前年の８２件から３０件増加し、１１２件となりました。

● 火災種別ごとでは「建物火災」が７５件で２８件増加、「車両火災」が１２件で１件増加、

「船舶火災」、「航空機火災」は共に０件で、「その他火災」が２５件で１件増加しました。
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火災の発生状況

● 令和３年の火災件数は１１２件で、焼損床面積は２，１５０㎡、損害額は１２８，４７２千
円、死者７名、負傷者２９名となりました。
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件 件合　計 112 82

その他 32 19

不明・調査中 15 7

火遊び 1 0

マッチ・ライター 1 3

コード等の配線類 9 4

ストーブ 3 3

電気機器・装置 11 3

こんろ 10 15

区　分 令和３年 令和２年

たばこ 17 13

放火（疑い含む） 13 15

たばこ 15.2%

放火（疑い含む）
11.6%

電気機器・装置
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こんろ 8.9%
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火災件数の推移

● 令和３年は１１２件で、前年より３０件の増加となりました。

● 過去１０年間の平均は１２５．３件です。

出火原因

● 主な出火原因をみると、１位は「たばこ」
で１７件となり４件の増加となっています。

２位は「放火（疑い含む）」で１３件とな

り２件の減少となっています。３位は「電

気機器・装置」で１１件となり８件の増加

となりました。

● 各出火原因の全体に占める割合は、上位

から「たばこ」、「放火（疑い含む）」、

「電気機器・装置」となり、件数は４１件

で割合は、３４．０％となりました。
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※四捨五入しており、１００％にならない場合があります。
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　一般住宅
令和３年 16 4 2 1 2 1

住宅火災の出火原因

● 住宅やアパート・マンションなど住宅火災全体の件数は３４件で、前年の２９件から５件の

増加となっています。
● 令和３年の出火件数１１２件に占める住宅火災の割合は、３０．４％となりました。

● 住宅火災における出火原因の主なものとして、「たばこ」、「こんろ」、「放火（疑い含

む）」となり、その原因が住宅火災全体を占める割合は５０．０％となりました。



程度別

●　搬送人員を程度別にみると、軽症１１，８９２人（前年１２，４６２人）で５７０人
　（４．６％）の減少、中等症９，３９０人（前年９，８６９人）で４７９人（４．９％)
　の減少、重症１，７３０人（前年１，８３５人）で１０５人（５．７％）の減少、死亡
　３０１人（前年２８４人）で１７人（６．０％）の増加となります。

●　過去１０年間の救急出動件数をみると、平成３０年までは毎年増加していたが、令和
　元年からは３年連続で減少に転じている。

令和３年救急概要

過去１０年間の救急出動件数の推移

　令和３年中における救急出動件数は２８，１９８件（前年２８，４１１件）で２１３件
（０．７％）の減少となり、搬送人員は２３，３１３人（前年２４，４５０人）で１，１
３７人（４．７％）の減少となっている。１日平均は７７件（前年７８件）であり、約１
９分に１件の割合で救急隊が出動したことになります。
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　令和３
年中にお

乳幼児　２８日以上～７歳未満

○　過去
１０年間

令和３年救急概要

●　搬送人員を年齢区分別にみると、高齢者が１４，７７３人で最も多く、全体の６３．４

　　％で、以下、成人、乳幼児、少年、新生児の順になっています。

事故別

●　出動件数を事故別でみると、急病が最も多く全体の６７．３％で、以下、一般負傷、交

　通事故の順になっています。
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令和３年救助概要

●　本市の救助体制は、高度救助隊１隊、特別救助隊１隊、署救助隊２隊、水難救助隊１隊で
  計５隊の救助隊を配置しています。

●　救助工作車は２台を有し、市域の南部に１台、北部に１台を配置し、あらゆる災害におけ
  る救助体制の拡充、強化を図っています。

●　令和３年の救助件数は６３０件（前年５４５件）で８５件（１５．６％）増加し、出動隊
　数は１,１５４隊（前年９５０隊）で２０４隊（２１．５％）の増加となっており、事故別に
　みると、建物等による事故が最も多くなっています。

●　近年では、室内閉じ込め救助が増加しています。この室内閉じ込め救助とは、何らかの理
　由により、自力でドアを開けて外に出られなくなった又は室内に人がいると思われるが、安
　否の確認が出来ない状態のことであり、救助出動件数６３０件のうち３４２件（５４．３％）
　がこの室内閉じ込め救助出動となっています。
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